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1 ．はじめに
社会における情報化の急速な進展に伴い，教育の分
野においても情報化社会にどのように対応するのか議
論が重ねられて今日に至っている．そして，その動き
は一層加速しているように見える．平成29年 6 月 9 日
には「未来投資戦略2017－Society 5.0の実現に向けた
改革」が閣議決定され，そこでは「価値の源泉の創出」
に対応すべく「教育・人材力の抜本強化」が掲げられ
ている．これに呼応する形で「IT力強化集中緊急プ
ラン」も策定されており，「あらゆる社会人が，データ・
セキュリティ・プログラミング等の基礎的な知識，仕
組み，考え方を理解」することが求められている（未
来投資会議 2017: 3）．
大学のコンピュータリテラシー教育は，前述のいわ
ば社会からの要請と高等学校までの情報教育の狭間に
位置する．高等教育を成功裏に進めるためには，学習
者にとってコンピュータを学習及び研究のツールとし
て使いこなすことが今や必須といって過言でない．本
稿では，そうしたコンピュータリテラシーの課題につ
いて考察することを目的とする．なお，高等教育にお
けるアカデミックスキルとして，必要な情報を探索し
入手するなどの能力を指して情報リテラシーなどと表
現する場合もある（例えば，岡部 2017）．本稿ではコ
ンピュータ利用に関する基礎的な知識や技能を考察対
象とし，コンピュータリテラシーと表現することにす
る．
2 ．高等教育におけるコンピュータリテラシー
の実態
ここでは，大学教育でのコンピュータリテラシーの
実態について，いくつかの文献をもとに概観する．金
井（2017）は大学新入生の情報教育の履修状況や機器
操作の経験などにばらつきがあることを指摘してい
る．これに関連して新ヶ江・泊（2016）は「小学校か
ら高等学校までの情報教育の中で，基本的なコン
ピュータリテラシーを段階的に習得しているので，当
初は大学ではコンピュータリテラシー教育は不要にな
るのではないかと思われていた．しかし，大学の新入
生のコンピュータリテラシーの格差の問題が多くの大
学で指摘されるようになった．商業高校出身の学生は
ワープロ検定等の取得で大学のコンピュータリテラ
シー教育の授業より詳細に学習しており，進学校出身
の学生はコンピュータ操作をあまり習っていない傾向
がある」（p.247）と指摘している．石川ほか（2013）も，
大学入学時の学生のコンピュータリテラシーについ
て，出身高校毎の「情報」に関する教育内容のばらつ
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きがあり，大学での情報教育の難しさを助長している
と指摘する．
高等学校の教科「情報」は，平成11（1999）年 3月
29日に告示された高等学校学習指導要領で新設，必修
化され，平成15（2003）年から授業が開始された．そ
の当時は「情報Ａ」，「情報Ｂ」，「情報Ｃ」の 3科目か
ら一つ（ 2単位）を選択することとされていた．上述
の文献が指摘する高等教育のスタート地点におけるコ
ンピュータリテラシーの不十分さについては，教科「情
報」の導入時からほぼ同様の状況が継続していること
が伺える．例えば倉元（2006）が実施した調査の結果
は，東北大学の合格者数重みによる集計から「情報Ａ
（実習中心）」の履修者が約47％と低いことを示してい
る．また藤間真（2008）は，高校の学習指導要領から
推定される教育とかけ離れた教育を受けてきた学生が
無視できない比率でいることが，2006年夏に複数の大
学から報告されたと指摘している．
他方で大学教育でのコンピュータリテラシーの実態
について興味深い指摘が散見される．金井（2017）は，
近年タッチタイピングの苦手な学生が増加しているよ
うに感じると述べ，スマートフォン・タブレットの普
及によりタッチタイピングをする機会が少なくなって
いる事が原因と考えられるとしている．また，新ヶ江・
泊（2016）は，パソコンの個人所有率を調査しており，
それが減少してきていること，その原因としてスマー
トフォンの普及が考えられること，そして，キーボー
ド入力が苦手な学生が最近多くなったと感じられると
している．
3 ．中等教育，初等教育段階の実態
高等教育のスタート地点におけるコンピュータリテ
ラシーの不十分さについては前述の通りである．ここ
では初等中等教育にさかのぼって，中学校や小学校で
のコンピュータリテラシーの実態を考察する．考察対
象は文部科学省が実施した情報活用能力調査の結果で
ある（文部科学省，2015a, 2015b, 2017）．
情報活用能力調査は，児童生徒の情報活用能力につ
いて把握して学習指導の改善に活かすとともに，学習
指導要領改訂の検討のためのデータを収集することを
目的として実施されたものである．小学校 5年生と中
学校 2年生を対象とした調査は平成25（2013）年10月
から平成26（2014）年 1月に実施され，平成27（2015）
年 3月24日に調査結果が公表されている．コンピュー
タ使用型調査として実施され，文字入力に関する技能
を測定する調査問題も含まれている．具体的には，以
下の文章，全角換算で72文字を何文字入力できるかを
調査している．入力に与える時間は小学校が 5分，中
学校が 3分とされ，入力方法はローマ字入力を基本と
された（p.942）．
「わたしたち 3はんは､ 自動車工場へ見学に行きま
した。働く人にインタビューをし､ デジタルカメラを
使って､ 写真をとりました。写真はCD-Rに保存しま
した。」
（すべて原文のまま．句読点は「､」「。」と表示され，
「 3」は全角数字，「CD-R」は半角英文字で表示され
ている．）
調査結果からは，「ローマ字入力に関して、小学生
については，濁音・半濁音，促音の組合せからなる単
語の入力に時間を要している傾向」があり，「中学生
については，ひらがなとアルファベットの入力切り替
えに時間を要している傾向がある」とされる（結果概
要、p.6）．
小学生，中学生の 1分間あたりの入力文字数とその
分布は，表 1と表 2の通りである．分析対象者数につ
いては，コンピュータの不具合等で有効データを得る
ことができなかった者を除外し，小学生は3,181名，
中学生は3,306名である．表からは，小学 5年生の約
8割は 1分間あたりの入力文字数が10字未満であるこ
とがわかる．また，中学生の入力文字数の分布は小学
生に比べてばらつきが見られる．結論として小学生，
中学生ともに流暢に文字入力ができているとは言えな
い．
ところで現在，学習指導要領の改訂が進められてお
り，小学校と中学校の学習指導要領は，平成29（2017）
年 3月に告示された．上述の情報活用能力調査の対象
となった小中学生は，改訂前，現行の学習指導要領（平
成20（2008）年 3月告示）に基づく指導を受けてきた
学年である．ここで，小学校，中学校の学習において
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コンピュータを用いた文字入力がどのように位置付け
られているのか，現行の学習指導要領（文部科学省 
2008a, 2008b）と新学習指導要領（文部科学省 2017a, 
2017b）の記述をもとに考察する．具体的には，「コ
ンピュータで文字を入力」することへの言及がなされ
ている部分を抽出して比較する．該当部分を整理した
のが表 3である．
結論は以下のようにまとめることができる．まず，
現行の学習指導要領ではコンピュータで文字を入力す
ることへの言及が小学校・総則部分での 1箇所のみで
あるが，新学習指導要領ではそれに加えて小学校・国
語，小学校・総合的な学習の時間での言及がなされて
おり 3箇所に増えている．なお現行版においても，コ
ンピュータや情報機器の活用に関する言及は複数見ら
れる．
新学習指導要領は，小学校では移行期間が平成30年
度，31年度とされ，平成32年度から全面実施となる．
したがって，新学習指導要領による指導がなされて成
果が表出するには，しばらく時間を要するであろう．
更に，新学習指導要領で学習した児童生徒が高等教育
の段階に進むまでの年数も必要である．小学校教育に
導入されるプログラミング教育と相乗効果が期待でき
るかもしれない．しかしながら，いずれにしてもコン
ピュータでの文字入力について，現在大きな課題を抱
えており，拡充の兆しがあるものの定着までに時間を
要するように見える．
４ ．情報機器やシステムの急速な変化
ここでは，コンピュータリテラシーの課題に通底す
る背景事情について考察する．まず一つには，情報機
器やシステムの急速な変化を考えることができる．金
井（2017）や新ヶ江・泊（2016）が指摘するように，
最近のスマートフォンの普及・浸透は大変な勢いであ
る．この傾向は特に若年層に顕著ではないだろうか．
これは同時にパソコン離れという現象にもつながって
いる可能性がある．例えば角川アスキー総合研究所
（2016）は，女子小学生のスマートフォン使用率がパ
ソコン使用率を超えたという調査結果を報告してい
る．また，インターネット上のニュースサイトNEWS
ポストセブンでは，大学生がレポート作成の際にiPad
やスマートフォンを使用しており，フリック入力を多
用しているとの記事を2014年10月21日付けで掲載して
いる．更にフリック入力自体も，文字を十字型に表示
させるタイプや扇型に表示させるタイプなど多種多様
な入力システムが開発・公開されつつある（例えば，
桜井・増井（2013））．
つまり，使用される情報機器がパソコンからスマー
トフォンに変移してきており，他方では入力システム
も変革し続けている．そのような中にあって，高等教
育においてどのようなコンピュータリテラシーの育成
を目指せば良いのか，その見通しを持つことは容易で
はないだろう．
表 1．小学生，中学生の 1分間あたりの入力文字数
（字）
小学生 中学生
最小値 0 0
25％分位点 2.4 10.0
中央値 4.3 16.7
75％分位点 8.2 22.9
最大値 43.9 74.6
平均 5.9 17.4
標準偏差 5.2 9.8
注）文部科学省（2015a）の図表9-1-2a（p.474）, 図表9-1-3a
（p.476）をもとに作成
表 2．小学生，中学生の1分間あたりの入力文字数の分布
（字）
入力文字数
小学生の
割合
中学生の
割合
5字未満 55.4 7.6
5 字以上10字未満 25.4 17.5
10字以上15字未満 13.0 19.8
15字以上20字未満 4.5 15.4
20字以上25字未満 0.9 21.5
25字以上30字未満 0.4 9.4
30字以上35字未満 0.2 4.0
35字以上40字未満 0.1 2.5
40字以上 0.0 2.3
計 100.0 100.0
注）文部科学省（2015a）の図表9-1-2b（p.475）, 図表9-1-
3b（p.476）をもとに作成
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5 ．日本語表記の複雑さ
コンピュータでの日本語の入力方式が現在も変換し
続けており，多様なフリック入力方式が存在すること
は前述の通りである．ではなぜ，そのような状況になっ
ているのだろうか．それには，日本語をコンピュータ
に入力するために複数のステップが必要であること
と，それが日本語表記の複雑さに起因していることが
挙げられる．
つまり，コンピュータを用いて文字入力をする場合，
筆記具を用いて用紙に文字を書く場合と比較して，余
分な複数の段階を要するのである．日本語の文章をコ
ンピュータで入力しようとするとき，ローマ字入力方
式を用いた場合であれば，日本語を一端ローマ字表記
に置き換えて考える必要がある．更に該当するローマ
字がコンピュータのキーボード上のどの位置にあるか
を探してタイプする必要がある．ひらがな以外に漢字
や片仮名等を表示させたい場合には，ローマ字を介し
て一端ひらがなを入力したあとに変換キーを押し，入
力文字候補として表示された中から，目的の漢字や片
仮名等を探してエンターキーを押し，入力して確定す
る必要がある．数字や記号，英文字等を入力する場合
は別途変換キーを用いる必要がある．ローマ字入力方
式の代わりにかな入力方式を用いた場合であれば，
ローマ字表記に置き換えて考える段階を省略できる
が，その後の漢字への変換の段階等は同様である．
そして，その背景に横たわるのが日本語の表記の複
雑な仕組みである．荒川（2009）は，「日本語には，
ひらがな・カタカナ・漢字と，主要な表記の仕組みが
三つもあり」，「実際に文字を書くときは，他にアルファ
ベットやアラビア数字，それに「々」「〃」などの符
号も用い」，「日本語は三つの表記システムを混ぜて表
記を行う，世界でただ一つの言語」と述べている（p.20, 
29-30）．もちろんこれらの表記の仕組みが，言語文化
を豊かに魅力的にしていることも紛れもない事実であ
る（例えば，高田・横山編（2014））．しかしながら，
コンピュータ上で表現する際には，そのためのステッ
表 3．小学校，中学校の学習指導要領における「コンピュータでの文字入力」の記述
平成20年告示版 平成29年告示版
小学校
総則
「各教科等の指導に当たっては，児童
がコンピュータや情報通信ネット
ワークなどの情報手段に慣れ親しみ，
コンピュータで文字を入力するなど
の基本的な操作や情報モラルを身に
付け，適切に活用できるようにする
ための学習活動を充実するとともに，
これらの情報手段に加え視聴覚教材
や教育機器などの教材・教具の適切
な活用を図ること。」　（p.4－5）
「情報活用能力の育成を図るため，各学校において，コンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必
要な環境を整え，これらを適切に活用した学習活動の充実を図
ること。また，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器
などの教材・教具の適切な活用を図ること。あわせて，各教科
等の特質に応じて，次の学習活動を計画的に実施すること。
ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤と
して必要となる情報手段の基本的な操作を習得するための学習
活動
イ 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意
図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付ける
ための学習活動」　（p.8）
小学校
国語
なし
「第 3学年におけるローマ字の指導に当たっては，第5章総合的
な学習の時間の第 3の 2の（ 3）に示す，コンピュータで文字
を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本
的な操作を習得し，児童が情報や情報手段を主体的に選択し活
用できるよう配慮することとの関連が図られるようにするこ
と。」　（p.25）
小学校
総合的
な学習
の時間
なし
「探究的な学習の過程においては，コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどを適切かつ効果的に活用して，情報を収集・整理・
発信するなどの学習活動が行われるよう工夫すること。その
際，コンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必
要となる情報手段の基本的な操作を習得し，情報や情報手段を
主体的に選択し活用できるよう配慮すること。」　（p.162）
中学校 なし なし
注）下線は著者が追記
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プが追加され難易度を高めることになる．例えば本城
（2001）は，日本語入力がパソコン初心者にとっての
障壁の一つであることから，操作法を習得しやすくす
るための「手引き」の表現方法を提案している．
6 ．おわりに
社会的にはＩＴ人材の必要性が益々高まっており，
その要求水準も高度化の一途をたどっている．しかし
ながら一方で，高等教育におけるコンピュータリテラ
シーにはいまだ課題が多い．高等教育における実態を，
中等教育や初等教育と連結させて考察することによ
り，コンピュータを用いた文字入力に関連する課題が
浮かび上がった．そしてこの課題は，背景事情として
情報機器やシステムの急速な変化と日本語表記の複雑
さを挙げることができる．これらは，わが国独自の要
因とも言え，それらが絡み合った様相を呈していると
言えるだろう．今後はこうした背景要因も視野に入れ
て研究と教育を進めることが求められるだろう．
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